
平成２５年度 美の国アクティブカレッジ（報告） 

 

 

「秋田の元気」の源ともいえる人々の話を多くうかがえる講座です。最終回は、受講者の希望に

基づいて「国際交流」に関する講義を開催しました。ここでは、第１回と第９回の講座の様子につ

いて報告します。 

 

 ４月28日（日）に「あい ＬＯＶＥ あきた」がスタートし、「豪風関が歩んだ道 ～相撲が100

倍面白くなる話～」の講師として、三役力士の豪風旭関が登場しました。講座は金足農業高校相撲

部ＯＢ会の岡田昌会長との対談形式で行われ、その中で豪風関は「焼き肉屋に行くと４人で軽く1

00人前は食べる」といった豪快なエピソードや、「昇進すると相撲部屋の個室が与えられるが、大

部屋時代よりもかえってさびしくなった」といったエピソードを紹介されました。 

 会場から出た稽古の厳しさについての質問には、 

「たしかに稽古は厳しいが、苦痛に感じたことはな 

い」「相撲が大好きだから、自分には相撲しかない 

と思っているから耐えることができた」と答え、大 

きな拍手がわき起こりました。 

 今後について、豪風関は「５年後は指導する立場 

にいるだろう。教えることが好きなので親方として 

がんばっていきたい」と講座を締めくくりました。 

 

２月23日（日）の午前に、「身近な国際交流のま 

ち・秋田（特別編）」と題して、インドネシア共和 

国出身の小松アニーさんが、インドネシア舞踊を交 

えながら、来日のきっかけや文化の違いについてお 

話しされました。「インドネシアでは雪が降らない 

ので、冬に降った雪に直接シロップをかけて食べよ 

うとして止められた」といった南国出身者らしいエ 

ピソードや、日本の葬儀との違いなどをわかりやす 

く説明されました。 

 

相撲の世界について語る豪風関と岡田会長 

 

インドネシアの舞踊を披露する小松アニーさん 


